死へ 向って 歩む の だもの、 聖人なら ぬ 二十 前後の 若者 

が、 酒 をのまずに いられよ うか。 せめても 女と 時の ま 

の 火 を 遊ばずに いられよ うか。 ゴロ ツキで、 バ クチ 打 

ちで、 死 を 怖れ、 生に 恋々 とし、 世の 誰よりも 恋々 と 

し、 けれども 彼等 は 愛国の 詩人であった。 いのち を 人 

うた 

にさ さげる 者 を 詩人と いう。 唄う 必要 はない ので ある _ 

詩人 純粋な りと いえ、 迷わずに いのち を ささげ 得る 害 

はない。 そんな 化物 はあり 得ない。 その 迷う 姿 を あば 

いて 何になる のさ 何 かの 役に立つ のかね？ 

我々 愚かな 人間 も、 時には かかる 至高の 姿に 達し 得 

ると いう こと、 それ を 必死に 愛し、 まもろう ではない 



ぎまん 

か。 軍部の 偽懣と カラク リに あやつられた 人形の 姿で 

あつたと しても、 死と 必死に 戦い、 国に いのち を ささ 

げた 苦悩と 完結 はなんで 人形で ある もの か。 

私 は 無償の 行為と いう もの を 最高の 人の 姿と 見る の 

であるが、 日本 流に はま ぎれ もな く 例の 滅私奉公で、 

戦争 中 は 合言葉に 至極 簡単に 言いす てて いたが、 こん 

な ことが 百万 人の 一 人 もで きる もので はない ので ある _ 

他の ためにい のち をす てる、 戦争 は 凡人 を龃 つて 至極 

きせき 

簡単に 奇蹟 を 行わせた。 

わくでき 

私 は 然し いささか 美に 惑溺して いるので ある。 そし 

て 根柢 的な 過失 を 犯して いる。 私 は それに 気付いて い 



な 平和 を 愛して いるの だ。 かかる 人々 を 強要して 体 当 

リ をさせる。 暴力の 極で あり、 私と て、 最大の 怒リを 

もって これ を 呪う ものである。 そして 恐らく 大部分の 

兵隊が 戦争 を 呪った にき まっている。 

けれども 私 は 「強要 せられた」 こと を 一 応 忘れる 考 

え 方 も 必要 だと 思って いる。 なぜなら 彼等 は 強要 せら 

い -P お う 

れた、 人間で はなく 人形と して 否応な く 強要 せられた。 

せいぜつ 

だが、 その 次に 始まった の は 彼 個人の 凄絶な 死との 格 

闘、 人間の 苦悩で、 強要に よって 起リ はした が、 燃焼 

は それ 自体で ぁリ、 強要と 切り離して、 それ 自体と し 

て 見る こと も 可能 だとい う 考えで ある。 否、 私 はむし 



おうのう くもん 

る。 その 人間の 懊悩 苦悶と かくて 国の ため 人の ために 

さ さげら れ たいの ちに 対して。 先， 、- J ろ 浅 草 の 本願 寺 だ 

かで 浮浪者の 救護に 挺身し、 浮浪者の 敬慕 を 一身に あ 

つめて 救護所の 所長に おされて いた 学生が 発疹 チフス 

のために 殉職した という 話 をき いた。 

私の ごとく 卑小な 大人が 蛇足す る 言葉 は 不要で あろ 

力 力 わ 

う。 私の 卑小 さ にも拘らず 偉大なる 魂 は 実在す る。 

私 は それ を 信じうる だけで 幸せ だと 思う。 

青年 諸君よ、 この 戦争 は 馬鹿げた 茶番に すぎず、 そ 

して 戦争 は 永遠に 呪うべき ものであるが、 かって 諸氏 
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